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あ･ら･か･る･と市政
　

大
井
川
の
洪
水
・
浸
水
被
害
を
防
ぐ
「
平
成
の
大
改
修
」
着
工

　

島
田
髷
ま
つ
り
で
ツ
ア
ー
商
品
化
を
目
指
す

　

島
田
金
谷
バ
イ
パ
ス
４
車
線
化
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
が
総
会

　

山
田
町
の
新
町
長
が
島
田
市
民
に
が
れ
き
受
け
入
れ
を
感
謝

　

こ
ど
も
館
の
入
館
者
数
が
１
カ
月
で
２
万
５
８
０
０
人
に

　

姉
妹
都
市
ス
イ
ス
ブ
リ
エ
ン
ツ
町
で
フ
ル
ー
ト
演
奏

　

処
理
灰
の
放
射
能
濃
度
な
ど
の
測
定
結
果
を
公
表

問
建
設
課 

☎
３
６-

７
１
８
６

　

大
井
川
に
突
き
出
し
た
牛う

し
お
や
ま

尾
山
の
一
部
を

削
っ
て
河
道
を
拡
幅
す
る
「
平
成
の
大
改
修
」

の
着
工
式
典
が
９
月
24
日
、
国
や
流
域
自
治

体
、
地
元
自
治
会
の
皆
さ
ん
な
ど
約
80
人
が

参
加
し
て
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
て
、
牛
尾
山
に

向
か
っ
て
鍬く
わ

入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

金
谷
地
区
に
あ
る
牛
尾
山
は
、
大
井
川
の

流
れ
を
狭
め
る
「
狭き
ょ
う
さ
く
ぶ

窄
部
」。
こ
の
た
め
、

１
０
０
年
に
一
度
の
確
率
で
発
生
す
る
大
洪

水
で
、
同
地
区
の
平
坦
部
の
多
く
が
水
深
２

ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
を
受
け
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
流
域
市
町
は
「
大

井
川
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
」
を
結
成
。
国

や
関
係
機
関
へ
積
極
的
に
陳
情
を
繰
り
返
す

な
ど
、
大
改
修
は
流
域
住
民
に
と
っ
て
長
年

問
観
光
課 

☎
３
６-

７
１
６
３

　

市
と
川
根
本
町
は
、
大
井
川
流
域
観
光
客

誘
致
事
業
の
一
環
と
し
て
９
月
16
日
、
島
田

髷
ま
つ
り
の
開
催
に
合
わ
せ
１
泊
２
日
の
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
モ
ニ
タ
ー
は
、
首
都
圏
の
ラ
イ

タ
ー
や
写
真
家
、
簪
か
ん
ざ
し

職
人
な
ど
15
人
。
一

行
は
、
最
初
に
石
畳
茶
屋
に
立
ち
寄
っ
た
後
、

大
井
神
社
な
ど
で
島
田
髷
ま
つ
り
道
中
を
見

学
。
17
日
に
は
、
お
茶
の
郷
博
物
館
で
茶
室

体
験
し
た
後
、
Ｓ
Ｌ
に
乗
車
し
て
、
川
根
温

泉
や
茶
茗
館
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
盛
り
だ
く
さ
ん
で
内

容
が
濃
い
」「
効
果
的
な
情
報
発
信
が
肝
要
」

な
ど
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

問
都
市
計
画
課 

☎
３
６-

７
１
７
７

　

今
年
度
、
国
土
交
通
省
に
よ
り
国
道
１
号

島
田
金
谷
バ
イ
パ
ス
の
現
状
２
車
線
か
ら
４

車
線
化
へ
の
拡
幅
が
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
市
を
は
じ
め
、
商
工
会
議

所
、
Ｊ
Ａ
大
井
川
、
バ
イ
パ
ス
沿
線
自
治
会

な
ど
15
団
体
で
組
織
さ
れ
る
「
島
田
金
谷
バ

イ
パ
ス
４
車
線
化
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
」

が
発
足
し
、
９
月
19
日
に
第
１
回
総
会
が
市

役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
桜
井
市
長
は
「
こ
れ
だ
け
の
公
共

事
業
が
こ
の
地
に
集
中
す
る
こ
と
は
、
ま
た

と
な
い
チ
ャ
ン
ス
。
地
域
一
体
と
な
っ
て
要

望
の
声
を
大
き
く
あ
げ
、
着
実
な
予
算
確
保

と
円
滑
な
事
業
促
進
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

問
環
境
課 

☎
３
４-

１
１
２
２

　

７
月
の
選
挙
で
初
当
選
し
た
岩
手
県
山
田

町
の
佐
藤
信し
ん
い
つ逸
町
長
が
９
月
６
日
、
災
害
廃

棄
物
の
受
け
入
れ
を
決
断
し
た
桜
井
市
長

と
、
賛
同
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
思

い
を
伝
る
た
め
、
就
任
後
初
め
て
島
田
市
役

所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
町
長
は
「
勇
気
あ
る
決
断
を
し
て
い

た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。
ま
た
、

津
波
対
策
の
た
め
沿
岸
部
の
町
民
の
高
台
移

転
を
検
討
中
で
、
移
転
予
定
地
の
埋
蔵
文
化

財
調
査
に
あ
た
る
学
芸
員
の
派
遣
を
お
願
い

し
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

桜
井
市
長
は
「
東
北
の
痛
み
を
考
え
た
ら

問
児
童
課 

☎
３
６-

７
１
５
９

　

本
通
三
丁
目
の
複
合
ビ
ル
「
お
び
・
り
あ
」

の
４
階
に
８
月
５
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
こ

ど
も
館
」
の
利
用
状
況
が
、
８
月
末
ま
で
の

開
館
日
数
24
日
間
で
、
２
万
５
７
５
８
人
、

一
日
平
均
１
０
７
３
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
館
者
数
が
当
初
の
見
通
し
を
大
幅
に
超

え
た
理
由
と
し
て
「
安
価
な
利
用
料
金
」「
遊

具
の
充
実
」「
駅
か
ら
近
い
立
地
条
件
」
な

ど
が
重
な
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、利
用
者
（
大
人
）
の
内
訳
は
「
市
内
」

が
21
％
で
「
市
外
」
が
17
％
と
い
う
結
果
に
。

市
内
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
市
外
か
ら
も

問
秘
書
課 

☎
３
６-

７
３
９
０

　

島
田
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
「
リ
バ

テ
ィ
ー
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
皆
さ

ん
が
、
姉
妹
都
市
の
ス
イ
ス
・
ブ
リ
エ
ン
ツ

町
を
訪
問
し
、
フ
ル
ー
ト
演
奏
を
通
し
て
友

好
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

結
成
25
周
年
を
記
念
し
て
、
８
月
19
日
か

ら
25
日
ま
で
ス
イ
ス
を
訪
れ
た
一
行
は
、
初

め
に
町
役
場
を
表
敬
訪
問
。
桜
井
市
長
か
ら

の
「
来
夏
は
、
市
民
に
よ
る
訪
問
団
を
結
成

し
、
貴
町
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
書
か
れ
た
親
善
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ツ
ィ
ン

マ
ー
マ
ン
議
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

議
場
や
有
名
な
木
彫
り
メ
ー
カ
ー
所
有
の

問
環
境
課 

☎
３
４-

１
１
２
２

　

市
で
は
、
５
月
23
日
に
岩
手
県
山
田
町
の

災
害
廃
棄
物
約
６
ｔ
を
、
通
常
搬
入
ご
み
と

の
混
合
率
約
15
％
で
本
格
溶
融
を
行
い
、
測

定
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
（
広
報
し
ま
だ
６

月
号
・
８
月
号
参
照
）。
今
回
は
、
８
月
９

日
以
降
の
測
定
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

測
定
結
果
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
の
数
値
も

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
測
定
は
、
毎

週
１
回
実
施
し
、
ウ
ェ
ブ
公
開
し
て
い
ま
す
。

:  http://w
w

w
.city.shim

ada.shizuoka.

　

 jp/kankyou/sisetu/gareki_top.jsp

の
悲
願
で
し
た
。

　

今
回
の
工
事
は
、
国
の
直
轄
事
業
で
総
事

業
費
約
30
億
円
。
平
成
31
年
度
の
完
成
を
目

指
し
て
、
牛
尾
山
の
一
部
約
22
・
５
万
㎥
の

開
削
を
行
い
、
川
幅
を
現
在
の
約
３
０
０
ｍ

か
ら
約
４
５
０
ｍ
に
広
げ
ま
す
。
発
生
す
る

土
砂
は
、
対
岸
の
神
座
地
区
の
堤
防
補
強
工

事
や
流
域
市
町
の
公
共
事
業
に
使
用
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
井
川
は
、
天
て
ん
し
ょ
う正

18
年
（
１
９
５
０
）
に
、

駿す
る
が河
領
主
の
中な
か
む
ら
か
ず
う
じ

村
一
氏
と
、
遠
と
お
と
う
み江
領
主
の

山や
ま
の
う
ち
か
ず
と
よ

内
一
豊
に
よ
っ
て
、
相お
お
か
や
ま

賀
山
と
牛
尾
山
が

続
い
て
い
た
く
ぼ
み
（
幅
約
３
８
０
ｍ
）
を

切
り
開
い
て
、大
井
川
の
流
れ
を
変
え
る
「
天

正
の
瀬せ

が替
え
」
が
行
わ
れ
、
金
谷
地
区
の
旧

河
床
上
に
新
田
開
発
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
改
修
は
、
天
正
の
瀬
替
え
以
来
、

約
４
２
０
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
る
大
規
模
な
治

水
工
事
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
や
要
望
な
ど

を
取
り
入
れ
て
、
島
田
髷
ま
つ
り
を
軸
に
、

大
井
川
流
域
を
回
遊
さ
せ
る
旅
行
ツ
ア
ー
の

商
品
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

バ
イ
パ
ス
４
車
線
化
の
区
間
は
、
島
田
市

野
田
か
ら
掛
川
市
佐
夜
鹿
の
10
・
４
㎞
で
、

総
事
業
費
は
約
２
４
０
億
円
。
平
成
24
年
度

は
、
道
路
設
計
や
橋
梁
設
計
な
ど
を
行
う
予

定
で
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
。
大
部
分
の
市
民
は
誇
り

に
思
っ
て
い
る
。
学
芸
員
の
派
遣
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

多
く
の
親
子
連
れ
が
利
用
し
、
連
日
、
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
な
ど
３
カ
所
で
「
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー

の
歌
」「
ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
」
な
ど

を
演
奏
し
、
ど
の
会
場
で
も
拍
手
喝
采
を
博

し
ま
し
た
。

大井川左岸から見た牛尾山（川に突き出た部分）

鵜田寺（野田）での奉納おどり

総会で地域の団結を呼び掛ける桜井市長

当選を祝う花束を受け取る佐藤町長（右） 子どもたちの笑い声が絶えない「こども館」多くの聴衆を魅了したフルートの音色

牛尾山の裾野に鍬を入れて工事の安全祈願

①田代環境プラザ敷地境界・周辺施設空間線量率
5/21（本格溶融前） 8/9 〜 9/12
0.06 〜 0.08 μSv/h 0.06 〜 0.08 μSv/h

②田代環境プラザ処理灰の放射能濃度 ※ 本格溶融

単位：Bq/kg 5/24※ 6/27 7/25 8/22
セシウム 134 42 44 25 25
セシウム 137 49 68 49 33

③一般廃棄物最終処分場敷地境界 4 カ所の空間線量率
5/21（本格溶融前） 8/9 〜 9/12

0.07 μSv/h 0.06 〜 0.08 μSv/h

④一般廃棄物最終処分場水（原水・放流水・地下水）の放射能濃度
5/21（本格溶融前） 8/9 〜 9/12

不検出 不検出


